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～事務管理の視点から課題抽出と効果検証～ 
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[はじめに]病院経営において数値管理は重要な課題であるが、数値の変動のみを確認

し、活用までに至らないことがある。今回 DPC 入院期間Ⅲの割合が増加した事象につ

いて、増加が誤差の範囲であるか、さらに取組効果について検討した。 

[方法]平成 29 年度から令和 3 年度まで各年度の(1)一般病棟における入院期間Ⅲ割合、

(2)一般病棟稼働率、(3)回復期リハ病棟稼働率を算出した。(1)と(2)、(1)と(3)につ

いて散布図を作成し近似線を求めた。さらに令和 4 年 4 月から令和 5 年 1 月(期間 A)

までと令和 5 年 2 月から 3 月(期間 B)について(1)(2)(3)を算出し、近似線と比較した。 

[結果]期間 A は(1)22.2%、(2)94.8%、(3)95.5%であり、期間 B は(1)7.5%、(2)93.1%、

(3)94.9%であった。近似線との比較は、期間 A は(1)が高く、期間 B は(1)が低かった。 

[結語]事務管理の果たすべき役割として、データ分析を行い、課題抽出、対策の実施

とその効果検証、現場へのフィードバックは重要である。 

 


